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Abstract：Gunpei Yamamuro（1872 ; M5-1940;S15）is the one of the founder of the Salvation Army in Japan. He wrote 
“Heimin-no Hukuin”, its meaning “COMMON PEOPLE’S GOSPEL” stood by same common people himself. There are 
6 glass slides in Gunpei Yamamuro anniversary Salvation Army Japan Heritage Center used for mission to common 
people in modern times Japan. In this article, I would like to study them with “Heimin-no Hukuin”, and seek the Yama-
muro’s strategy to tell the Gospel to common peoples.
We could see that he started the gospel to the care for new moral education. That was meaning the cross cultural point Japanese 
common sense sand Western Christian’s moral sense.




























































































































































尚、本稿で用いたのは 1899（M32）年 10 月発行の初
版ではなく、1981（S56）年 7 月発行の第 525 版を用いる。
ⅱ .『平民の福音』
ⅰ）構成
『平民の福音』は、5 章から成り、「第 1 章天の父上」
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に近寄せられて























1981 年、8 頁：1 章部分）
また、イエスの罪のあがないについては、「神代の
昔」に遡り、素


























































































































































































（山室軍平『平民の福音』1981 年、68 頁：3 章部分）
この悪魔の国のぶんどり品は、第２はカルタ、第 3
は義太夫本、第 4 は酒屋の書出し（領収書）と杯、第



































（山室軍平『平民の福音』1981 年、23 頁：1 章部分）
ここには、キリスト教の































































































































理学論集』第 10 号（2008 年），85 頁。
９　この自序には「1899（M32）年 10 月中旬」との記
載があり、1899（M32）年初版以来引き継がれている
ものである。（山室軍平『平民の福音』救世軍出版及供
給部，1981 年。）
10　山室軍平『私の青年時代』救世軍出版及供給部，
1929 年，32 頁。
11　「だんだん集会に出席するうち、牧師からクリス
チャンとなるには、洗礼を受けることが大切だという
話を聞き、『それでは一つ、わたくしにもその洗礼を
お願い申したい』と願い出ておいたのに、どういうも
のだか、教会では他の人々に洗礼を授けるついでは
あっっても、私には受けろと言ってくれない。そんな
に洗礼が大切だと教えながら、授けてくれないものと
したらどうすべきかと、わたくしはその事についてし
きりに思い惑ったのであった。」（同前，31 頁。）
12　山室軍平『私の青年時代』救世軍出版及供給部，
1929 年，112 頁。
